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夏
前
か
ら
の
約
束
で
、
私
は
こ
の
三
日
に
、
静
岡
県
三
保
海
岸
に
あ
る
国

際
学
友
会
の
サ
ン
マ
ー
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
。
目
的
は
、
同
会
「
収
容
指
導
」

の
留
学
生
諸
君
の
た
め
に
、
こ
の
夏
開
か
れ
た
日
本
文
化
講
座
の
一
科
目
と

し
て
、
日
本
の
演
劇
の
話
を
す
る
た
め
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
国
際
学
友
会
と
い
ふ
の
は
、
外
務
省
の
斡
旋
で
昭
和
十
年
に
創
設
さ

れ
、
そ
の
事
業
の
遂
行
機
関
た
る
国
際
学
友
会
館
は
西
大
久
保
に
あ
る
の
だ

さ
う
だ
が
、
私
は
、
そ
つ
ち
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
。
昨
年
度
の
会
報
を

み
る
と
、
最
初
は
二
十
九
名
の
留
学
生
を
収
容
し
て
ゐ
た
も
の
が
、
今
日
で

は
五
十
名
を
超
え
、
こ
れ
を
国
別
に
す
る
と
、
シ
ヤ
ム
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、

印
度
、
蘭
領
印
度
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
、
比
律
賓
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
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ブ
ラ
ジ
ル
、
こ
れ
に
若
干
の
日
系
米
人
及
び
海
外
に
宣
伝
す
る
日
本
人
と
い

ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
留
学
生
の
志
望
学
科
と
い
ふ
一
覧
表
に
よ
る
と
、
警
察
制
度
、
水
産
商
業
、

紡
績
、
工
業
、
機
械
工
業
、
鉱
山
業
、
土
木
、
医
学
、
歯
科
、
体
育
、
航
空

学
等
が
そ
れ
ぞ
れ
、
二
乃
至
十
三
と
い
ふ
数
を
占
め
、
演
劇
史
、
美
術
、
文

学
が
、
何
れ
も
一
名
づ
ゝ
あ
る
。

　
参
考
の
た
め
に
、
同
会
設
立
趣
意
書
を
左
に
写
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
国
際
学
友
会
設
立
趣
意
書

　
　
方
今
世
界
各
国
ノ
識
者
眼
ヲ
東
方
ニ
注
キ
特
ニ
日
本
ヲ
研
究
セ
ム
ト
ス
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ル
機
運
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
隣
邦
中
華
民
国
及
満
洲
国
ヨ
リ
夙
ニ
多
数

　
ノ
学
生
本
邦
ニ
留
学
セ
ル
ハ
周
知
ノ
事
実
ナ
ル
カ
近
時
諸
外
国
人
ノ
親
シ

　
ク
本
邦
ニ
来
リ
学
フ
モ
ノ
亦
尠
ナ
カ
ラ
ス
就
中
東
方
諸
国
例
ヘ
ハ
暹
羅
、

　
比
律
賓
、
印
度
、
阿
富
汗
、
爪
哇
等
ヨ
リ
ノ
留
学
生
日
ニ
多
キ
ヲ
加
ヘ
更

　
ニ
本
邦
ニ
於
ケ
ル
外
国
留
学
生
ニ
関
ス
ル
施
設
如
何
ニ
ヨ
リ
将
来
益
々
増

　
加
セ
ム
ト
ス
ル
ノ
趨
勢
ニ
ア
リ
外
国
青
年
子
弟
ノ
本
邦
留
学
ニ
際
シ
必
要

　
ノ
施
設
ヲ
講
シ
テ
之
ヲ
斡
旋
善
導
シ
其
ノ
業
ヲ
成
サ
シ
ム
ル
ハ
実
ニ
人
類

　
文
化
ノ
発
展
ニ
貢
献
セ
ン
ト
ス
ル
文
明
国
家
ノ
責
務
タ
ル
ト
共
ニ
延
テ
ハ

　
国
際
ノ
融
和
ヲ
増
進
シ
通
商
ヲ
円
滑
ナ
ラ
シ
ム
ル
所
以
ナ
リ
、
之
ヲ
以
テ

　
カ
欧
米
列
国
ハ
夙
ニ
莫
大
ナ
ル
費
用
ヲ
投
シ
テ
外
国
留
学
生
ノ
為
ニ
官
民

　
協
力
諸
般
ノ
施
設
ヲ
行
ヒ
ツ
ヽ
ア
リ
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本
邦
既
存
ノ
斯
種
ノ
施
設
ハ
主
ト
シ
テ
中
華
民
国
及
満
洲
国
学
生
ヲ
目

　
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
諸
外
国
殊
ニ
前
記
東
方
諸
国
ヨ
リ
ノ
留
学
生
ニ
適

　
応
ス
ル
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
殆
ト
皆
無
ニ
近
キ
現
状
ナ
リ
蓋
シ
従
来
本
邦
ニ

　
留
学
ス
ル
モ
ノ
満
支
両
国
青
年
子
弟
ノ
外
多
カ
ラ
サ
リ
シ
実
情
ニ
顕
ミ
或

　
ハ
已
ム
ヲ
得
サ
リ
シ
所
ナ
ル
ヘ
キ
モ
今
ヤ
帝
国
ノ
国
際
的
地
位
益
々
揚
リ

　
我
伝
統
ノ
文
化
ハ
泰
西
文
明
ノ
吸
収
ト
相
俟
チ
愈
々
光
輝
ヲ
発
シ
諸
外
国

　
ノ
青
年
子
弟
相
率
ヰ
テ
本
邦
ニ
留
学
シ
今
後
益
々
其
ノ
数
ヲ
増
サ
ム
ト
ス

　
ル
現
勢
ニ
鑑
ミ
本
邦
ニ
於
テ
之
ニ
必
要
ナ
ル
施
設
ヲ
講
シ
以
テ
是
等
学
生

　
ヲ
シ
テ
安
シ
テ
学
ヲ
励
マ
シ
ム
ル
ハ
刻
下
ノ
緊
喫
事
タ
リ

　
　
如
上
ノ
事
態
ニ
鑑
ミ
茲
ニ
国
際
学
友
会
ヲ
組
織
シ
テ
諸
外
国
特
ニ
東
方

　
諸
国
留
日
学
生
ノ
保
護
善
導
ヲ
計
リ
是
等
学
生
ニ
対
シ
日
常
生
活
ノ
便
宜
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ノ
供
与
、
日
本
語
ノ
学
習
、
本
邦
諸
学
校
入
学
ノ
斡
旋
等
勉
学
上
ノ
援
助

　
其
ノ
他
之
カ
指
導
啓
発
ニ
必
要
ナ
ル
各
種
ノ
事
業
ヲ
行
フ
ヘ
キ
中
心
機
関

　
タ
ル
会
館
ヲ
設
立
経
営
セ
ム
ト
ス
固
ヨ
リ
本
企
画
タ
ル
ヤ
其
ノ
性
質
上
之

　
カ
遂
行
ハ
容
易
ニ
非
ス
ト
雖
モ
官
民
協
力
将
来
ニ
於
テ
仏
蘭
西
ノ
「
シ
テ

　
・
ユ
ニ
ヴ
エ
ル
シ
テ
ー
ル
」
北
米
合
衆
国
ノ
各
大
学
ニ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル

　
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ハ
ウ
ス
」
等
欧
米
列
国
ニ
於
ケ
ル
斯
種
ノ
施

　
設
ニ
比
シ
遜
色
ナ
キ
設
立
完
全
ナ
ル
モ
ノ
ト
ナ
シ
所
期
ノ
目
的
ヲ
達
成
セ

　
ム
コ
ト
ヲ
期
ス

　
　
　
昭
和
十
一
年
一
月

　
会
長
は
近
衛
公
爵
で
あ
る
が
、
同
会
の
事
業
に
つ
い
て
氏
は
左
の
や
う
な
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抱
負
を
述
べ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
国
際
学
友
会
と
其
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
学
友
会
会
長
　
公
爵
　
近
衛
文
麿

　
　
国
際
間
の
平
和
と
親
善
と
を
促
進
す
る
最
も
有
力
な
る
方
途
の
一
つ
は

　
温
か
き
理
解
の
下
に
行
は
れ
る
各
国
文
化
の
渋
滞
な
き
交
流
に
あ
る
と
信

　
ず
る
。
昨
夏
不
幸
に
し
て
惹
起
さ
れ
た
る
支
那
事
変
を
通
じ
我
々
の
痛
切

　
に
感
ず
る
事
は
、
如
何
に
国
家
間
の
隔
意
な
き
意
見
の
交
換
と
提
携
が
行

　
は
れ
難
い
か
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

　
　
近
年
国
際
関
係
が
複
雑
多
岐
に
な
つ
た
が
、
各
国
間
に
文
化
の
交
換
が
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不
断
に
行
は
れ
、
国
民
的
性
格
、
教
養
を
互
に
理
解
し
合
ひ
真
に
人
類
の

　
幸
福
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
意
図
を
有
す
る
に
至
る
な
ら
ば
世
界
は
現
在
よ

　
り
以
上
の
平
和
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

　
　
諸
外
国
の
日
本
に
対
す
る
認
識
も
、
七
十
年
前
に
較
べ
れ
ば
、
雲
泥
の

　
相
違
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
日
本
の
為
し
た
進
歩
に
驚
異
の
眼
を
瞠
り
つ
ゝ

　
あ
つ
た
世
界
の
人
士
も
最
近
に
至
つ
て
、
唯
、
表
面
に
現
は
れ
た
物
質
文

　
明
の
形
相
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
築
き
上
げ
た
原
動
力
へ
の
認
識
探
求
、

　
即
ち
日
本
精
神
の
研
究
熱
が
澎
湃
と
し
て
興
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
而
し

　
て
そ
の
最
も
顕
著
な
る
現
は
れ
は
各
国
の
留
学
生
の
本
邦
に
渡
来
す
る
も

　
の
が
著
し
く
そ
の
数
を
増
し
た
事
で
あ
る
。

　
　
顧
れ
ば
、
明
治
維
新
後
、
幾
多
の
日
本
青
年
が
青
雲
の
志
を
抱
い
て
世
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界
各
国
に
遊
学
し
た
。
そ
の
学
び
取
り
た
る
新
知
識
と
我
国
の
伝
統
的
精

　
神
と
の
渾
然
た
る
融
和
こ
そ
今
日
の
日
本
を
産
ん
だ
の
で
あ
る
。
時
代
を

　
異
に
し
所
を
異
に
す
る
も
現
在
日
本
に
学
び
つ
ゝ
あ
る
健
気
な
青
年
学
生

　
諸
君
の
胸
中
に
は
、
曾
て
の
日
本
人
留
学
生
と
共
通
の
愛
国
的
な
若
々
し

　
い
情
熱
が
沸
つ
て
居
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
　
我
国
際
学
友
会
並
に
国
際
学
友
会
館
を
通
じ
て
、
清
新
溌
剌
の
気
に
充

　
て
る
各
国
の
秀
才
が
、
貴
重
な
る
そ
の
青
春
を
捧
げ
つ
ゝ
我
文
化
の
真
髄

　
を
把
握
し
、
実
相
を
認
識
し
以
て
祖
国
の
希
求
に
応
へ
ん
と
努
力
し
つ
ゝ

　
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
わ
が
会
並
に
会
館
の
存
在
理
由
は
、
実
に
こ
ゝ

　
に
あ
る
の
で
あ
る
。
余
は
衷
心
よ
り
留
学
生
諸
君
の
目
的
達
成
を
祈
る
と

　
共
に
、
会
並
に
会
館
当
事
者
の
撓
ま
ざ
る
献
身
と
努
力
を
希
望
し
、
併
せ
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て
、
我
官
民
一
般
も
達
観
せ
る
国
民
的
協
力
を
示
さ
れ
て
、
留
学
生
諸
君

　
の
成
業
に
寄
与
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
さ
う
い
ふ
わ
け
で
、
私
は
、
同
会
か
ら
夏
期
講
座
に
出
講
の
交
渉
が
あ
つ

た
時
、
実
は
い
ろ
い
ろ
考
へ
た
揚
句
、
外
国
の
若
い
学
生
た
ち
と
膝
を
交
へ

て
話
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
、
こ
れ
を
引
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
僕

流
の
無
精
か
ら
、
夏
休
み
の
終
り
に
近
い
頃
、
山
か
ら
東
京
へ
帰
つ
て
来
た

序
に
と
い
ふ
条
件
を
附
し
て
お
い
た
。

　
私
は
勿
論
日
本
語
で
喋
る
の
で
、
そ
れ
を
国
友
忠
夫
氏
と
い
ふ
布
哇
大
学

の
先
生
で
、
や
は
り
学
友
会
に
籍
を
お
き
、
目
下
日
本
演
劇
史
の
研
究
を
し
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て
ゐ
る
ひ
と
が
通
訳
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
前
の
晩
に
少
し
ば
か
り
宿
で

打
合
せ
を
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
当
日
、
同
氏
は
実
に
流
暢
な
英
語
で
、
し

か
も
専
門
的
な
言
葉
に
は
詳
し
い
註
釈
を
つ
け
て
見
事
な
通
訳
ぶ
り
を
み
せ

た
の
に
は
、
私
も
感
服
し
た
。

　
私
は
、
日
本
古
来
の
演
劇
伝
統
に
つ
い
て
ひ
と
通
り
話
し
、
能
、
狂
言
、

歌
舞
伎
の
特
質
を
素
人
向
き
に
な
る
べ
く
解
り
易
く
説
明
し
て
お
い
て
、
さ

て
、
日
本
の
古
典
劇
の
み
を
通
じ
て
現
代
の
日
本
を
知
る
こ
と
の
困
難
を
指

摘
し
、
日
本
人
自
ら
も
、
新
時
代
の
生
活
表
現
を
新
た
な
演
劇
形
式
の
な
か

に
見
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
努
力
の
一
部
を
紹
介
し
、
新
協
、
新
築
地
、
文
学

座
等
の
存
在
を
記
憶
し
て
ゐ
て
も
ら
い
た
い
と
い
ふ
風
に
、
我
が
田
に
水
を

引
い
て
お
い
た
。
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三
時
間
に
亘
る
講
演
中
、
言
葉
の
わ
か
ら
ぬ
た
め
か
、
内
容
に
興
味
を
感

じ
な
い
せ
い
か
、
二
三
欠
伸
を
し
た
り
、
居
眠
り
を
し
た
り
し
て
ゐ
る
も
の

も
あ
つ
た
。
が
、
大
体
に
、
熱
心
に
眼
が
こ
つ
ち
へ
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
や
う

で
あ
つ
た
。

　
食
事
の
時
刻
に
な
つ
た
。
館
長
の
渡
辺
氏
や
、
外
務
省
嘱
託
の
稲
葉
子
爵

や
、
通
訳
の
国
友
氏
や
職
員
で
仏
文
出
の
鈴
木
氏
や
と
一
緒
に
、
学
生
と
同

じ
献
立
の
家
庭
料
理
を
御
馳
走
に
な
つ
た
。
南
育
ち
の
人
々
が
多
い
か
ら
と

い
ふ
の
で
、
特
に
カ
レ
ー
汁
が
食
卓
に
用
意
さ
れ
て
ゐ
た
。

　
夜
は
有
志
の
人
々
と
座
談
会
を
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
東
京
で
は
、
六
時
か
ら
、
日
々
新
聞
の
主
催
で
、
今
度
の
従
軍
作
家
の
た

め
に
、
日
比
谷
公
会
堂
で
、
送
別
の
催
し
が
あ
る
筈
だ
。
久
米
氏
か
ら
も
な
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ん
と
か
し
て
そ
れ
に
列
席
す
る
や
う
に
と
云
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

ん
な
わ
け
で
、
そ
の
日
は
ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
ず
電
話
で
メ
ツ
セ
ー
ジ

を
送
つ
た
。

　
印
度
の
チ
ヤ
ン
ド
ラ
・
ゴ
ウ
タ
マ
君
か
ら
、
日
本
演
劇
に
つ
い
て
な
か
な

か
鋭
い
質
問
が
出
る
。
同
じ
く
印
度
の
ア
ド
ハ
ム
・
バ
ソ
リ
君
は
世
界
演
劇

の
最
古
の
も
の
に
つ
い
て
、
演
劇
学
者
の
知
識
が
如
何
に
も
乏
し
い
と
い
ふ

こ
と
を
難
詰
し
は
じ
め
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
二
名
の
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

仏
蘭
西
語
を
話
し
、
こ
れ
が
や
は
り
白
人
系
の
論
理
的
頭
脳
と
社
交
的
習
慣

を
目
立
た
せ
て
ゐ
る
の
は
面
白
い
。
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
話
な
ど
出
る
。

　
寮
の
内
部
を
案
内
し
て
も
ら
ふ
。
簡
素
で
、
ハ
イ
カ
ラ
で
、
家
族
的
で
、

し
か
も
、
極
め
て
合
理
的
で
あ
る
。
設
計
者
、
稲
葉
子
爵
は
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ヂ
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出
の
青
年
建
築
技
師
で
あ
る
と
は
今
ま
で
知
ら
な
か
つ
た
。

　
さ
て
、
私
は
宿
へ
引
上
げ
て
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
世
界
の
何
処
の
国
が
、

い
つ
た
い
、
外
国
の
留
学
生
に
対
し
て
、
こ
ん
な
丁
寧
な
、
手
の
か
ゝ
る
取

扱
ひ
を
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
？
　
ア
メ
リ
カ
あ
た
り
は
、
な
か
な
か
、
そ
の

点
、
至
れ
り
尽
せ
り
だ
と
い
ふ
話
も
聞
い
た
が
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
ど
う

も
日
本
人
の
世
話
の
焼
き
か
た
に
は
、
一
種
特
別
な
「
型
」
が
あ
り
、
こ
つ

ち
の
ま
と
も
な
気
持
が
向
う
に
通
じ
な
い
や
う
な
も
ど
か
し
さ
が
あ
り
は
せ

ぬ
か
？

　
こ
つ
ち
で
金
を
出
し
て
呼
び
寄
せ
た
留
学
生
だ
か
ら
、
日
本
へ
の
好
感
を

十
分
に
植
ゑ
つ
け
、
こ
つ
ち
の
思
ひ
ど
ほ
り
に
教
育
し
て
帰
し
た
い
の
は
人

情
で
あ
る
。
不
自
由
の
な
い
や
う
に
万
事
気
を
つ
け
て
や
る
親
切
は
、
こ
れ
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こ
そ
、
日
本
が
サ
ー
ヴ
イ
ス
の
国
と
呼
ば
れ
る
所
以
だ
が
、
お
客
様
を
も
て

な
す
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
不
断
や
つ
て
ゐ
な
い
や
う
な
こ
と
を
努
力
し
て

や
ら
う
と
す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

　
国
際
学
友
会
の
意
義
あ
る
使
命
と
、
こ
の
事
業
に
た
づ
さ
は
る
有
能
な
職

員
諸
氏
の
熱
誠
を
信
じ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
外
国
留
学
生
た
ち
が
何
故
に
、

自
分
ら
は
、
日
本
の
青
年
た
ち
と
こ
ん
な
に
違
つ
た
、
理
想
的
で
は
あ
る
が
、

周
囲
の
事
情
と
か
け
離
れ
た
形
式
と
雰
囲
気
の
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
を
疑
は
し
め
な
い
や
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

16三保寮を訪ふ
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
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」
岩
波
書
店

　
　
　1991
（
平
成3

）
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日
発
行

底
本
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文
学
界
　
第
五
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第
十
号
」

　
　
　1938

（
昭
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）
年10

月1

日
発
行

初
出
：
「
文
学
界
　
第
五
巻
第
十
号
」

　
　
　1938

（
昭
和13

）
年10
月1
日
発
行

入
力
：tatsuki

校
正
：
門
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志

2009

年11
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日
作
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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